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新年あけましておめでとうございます。

組合員の皆さま、賛助会員の皆さま、

本年も宜しくお願い申し上げます。

　また、昨年の台風やこれに伴う豪雨災害で被

災された皆様には、心よりお見舞い申し上げま

すとともに一日も早い復旧・復興をお祈り申し

上げます。

　さて、昨年の世界の経済情勢を顧みますと、こ

れまで世界経済の安定した回復基調にも地域によ

る成長のばらつきがはっきりとしてきました。実

質 GDPは、米国では底堅く住宅投資は低金利の

恩恵も見られました。一方欧州では成長ペースは

伸び悩み、中国では減速となり、全般的には勢い

を欠きました。国内では、台風やこれに伴う豪雨

災害の影響、消費増税後の反動も見られましたが、

軽減税率の導入や教育無償化等の消費増税対策に

よる負担の緩和により消費の大幅な落ち込みは回

避される見込みです。

　本年の世界経済は、米中対立をめぐる貿易問題

や英国の EU離脱に伴う先行き不透明感から大幅

な回復期待は望み薄とみられています。一方国内

は、輸出の力強さは期待しにくい状況にあります

が、企業収益の改善による設備投資の増加など内

需がけん引する景気回復は続く見込みです。

　昨年の住宅需要は、貸家の継続する着工減と消

費増税の駆け込み等による持家と分譲戸建の限定

的な増加、その後の反動の影響から全体では前年

比で微減すると予想されます。本年は減少トレン

ドにあるものの、政府による駆け込み効果平準化

策等により大幅な落ち込みは回避されると予測さ

れます。

　また昨年の国内の住宅資材は、国産針葉樹合板

の需要用途の拡大が一層進みました。本年も輸

入に関連する合板や建材などは、産地からの供

給の安定化が望まれますが、国内の針葉樹構造

用合板も用途分野ごとの需要に見合った供給が

望まれます。

　このような環境のなか、日合商は合板をはじめ

とする建材需給の安定化や合法木材等の利用と普

及・拡大を主要な活動とし、取り組んでまいりま

した。特にクリーンウッド法の普及にともない、

本年も、引き続き合法木材等の利用促進、木造建

築物への補助政策の拡大等への陳情等により、政

府施策と組合員の事業との関係性が深まるよう取

組みを進めます。さらに「働き方改革」「ホワイ

ト物流」に関連する人手不足や省力化投資等の問

題は、深刻さを増しています。これにも日合商は

積極的に対応を進め、組合員を中心とする勉強会・

研修会等を各支部と共同で実施し、日合商の基盤

強化を目指して参りたいと考えております。

　日合商の会勢の強化に関しましては、合法木材

等の供給事業者の認定取得等のための入会による

増加、一方事業撤退等による退会の結果、組合員

数は806社（9月末日）となっています。引き続き、

組合員・準会員・賛助会員の皆様のご協力を仰ぎ、

1,000 社を越える組合を目指して邁進していく所

存です。

　本年も、会員相互の「協調と連帯」のもと、情

報の早期収集と発信を通じ、組合員の皆様の事

業の拡大・強化に貢献して参りたいと考えてお

ります。

　会員の皆様と連帯し成果を手に入れる年とする

ことを祈念して、年頭のご挨拶とさせて頂きます。

日本合板商業組合
理事長　足立  建一郎

年 頭 所 感

1月
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北海道	 - ④ -0017	 ㈱テーオーフォレスト	 代表取締役	 小笠原  康正
北海道	 - ② -0039	 北進興業㈱	 代表取締役	 稀玉  晃司
北海道	 -0057	 ㈱マツダ	 代表取締役	 松田  英稔
東北	 - ④ -0026	 ㈱田浦	 代表取締役	 田浦  英典

東京	 - ④ -0111	 ㈱プライ＆ウッド	 代表取締役社長	 安藤  和彦
東京	 - ③ -0128	 DNP 住空間マテリアル販売㈱	代表取締役	 河合  秀哉
東京	 - ① -0227	 ㈱トライリンクス	 代表取締役	 太田  健司
東京・静岡	- ① -0228	 和竹建材㈱	 代表取締役	 和田  昌之
中部日本	 - ④ -0037	 戸本サンウッド㈱	 代表取締役	 戸本  伸
中国・山陰	- ③ -0055	 ㈲イタケン	 代表取締役	 板倉  靖夫
中国	 -0101	 光和化成㈱	 取締役社長	 内海  康仁
九州	 - ④ -0027	 ㈱ジェイ・エスさせぼ	 代表取締役	 中町  寿男

九州	 - ④ -0029	 竹林商事㈱	 代表取締役	 竹林  隆広
九州	 - ③ -0037	 ㈱九銘協	 代表取締役社長	 峯  公一郎
東京 S	 - ③ -0008	 ㈱キーテック	 代表取締役	 中西  宏一
東関東 S	 -0013	 丸玉木材㈱茨城工場	 取締役工場長	 似内  向
東関東 S	 -0014	 丸玉木材㈱新木場物流センター	 取締役工場長	 似内  向
東関東 S	 -0015	 丸玉木材㈱関東物流センター	 取締役工場長	 似内  向
東関東 S	 -0016	 丸玉木材㈱南関東物流センター	 取締役工場長	 似内  向
東関東 S	 -0017	 丸玉木材㈱新潟物流センター	 取締役工場長	 似内  向

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した20社

2019 年 12 月 23 日開催の林野庁主催「令和元年度第 3 回木材需給会議」の検討結果

2019 年
12 月 25 日

現  在

丸太 輸入製材品

米材　　欧州材　南洋材　 北洋材　NZ/チリ　 計四半期　   　　区　分 米材　　南洋材　北洋材　NZ/ チリ　　計
国産材

製材用 　合板用　    計
輸入丸太

令
和
元
年

令
和
２
年

国内製造　 輸入　　計 国内製造　 輸入　　計

合板 構造用集成材

	 　7-9 月	 実績

	10-12 月	 見込み

年計

	 1-3 月	 見通し

	 4-6 月	 見通し

	 3,146	 1,190	 4,336	 527	 23	 22	 86	 658	 478	 664	 104	 172	 83	 1,501	 841	 589	 1,430	 490	 218	 708
	 107.4	 111.5	 108.5	 85.8	 78.6	 73.3	 75.4	 83.7	 91.3	 106.7	 103.7	 109.6	 80.9	 99.8	 104.7	 89.2	 97.7	 108.9	 110.6	 109.4
	 3,300	 1,280	 4,580	 550	 34	 20	 85	 689	 420	 590	 103	 160	 80	 1,353	 850	 644	 1,494	 500	 200	 700
	 98.4	 108.2	 100.9	 94.8	 92.3	 100.0	 91.4	 93.6	 89.0	 98.2	 92.4	 101.3	 86.7	 94.3	 104.6	 83.1	 94.1	 108.7	 104.2	 107.4
	 13,184	 4,907	 18,091	 2,409	 132	 104	 355	 3,000	 1,737	 2,575	 411	 661	 412	 5,796	 3,309	 2,531	 5,840	 1,910	 825	 2,735
	 103.9	 109.6	 105.4	 94.4	 86.3	 81.9	 92.2	 93.1	 84.1	 100.4	 95.9	 99.9	 98.9	 94.4	 102.9	 86.6	 95.1	 105.2	 101.5	 104.1
	 3,300	 1,300	 4,600	 500	 30	 20	 90	 640	 400	 600	 100	 170	 90	 1,360	 840	 616	 1,456	 430	 200	 630
	 97.9	 110.1	 101.0	 73.9	 79.4	 76.9	 105.9	 77.5	 103.7	 97.0	 101.0	 107.3	 78.9	 98.9	 105.4	 90.0	 98.3	 96.6	 101.5	 98.1
	 3,300	 1,320	 4,620	 600	 30	 30	 90	 750	 450	 680	 102	 170	 110	 1,512	 850	 614	 1,464	 460	 210	 670
	 98.0	 105.1	 100.0	 91.6	 81.4	 83.3	 90.7	 90.7	 99.1	 96.8	 97.1	 100.0	 81.5	 96.5	 103.5	 100.0	 102.0	 96.8	 100.0	 97.8

実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)
実数 (千㎥)
前年比 (％)

主要木材の入荷量
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概　要
　2019 年 10 月の新設住宅着工戸数は 77,123 戸（前年同月比 7.4％減）で 4 カ
月連続の減少となった。その内、木造住宅は 45,717 戸（前年同月比 9.0％減）
で 4 カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 87.9 万戸で前月比 2.0％
減、先月の増加から再びの減少となる。
　利用関係別では持家が 24,495 戸（前年同月比 5.6％減）で 3 カ月連続の減少、
貸家は 29,417 戸（同比 16.5％減）で 14 カ月の連続の減少、分譲 22,896 戸（同
比 7.0％増）で 5 カ月連続の増加となった。分譲の内訳はマンションが 9,998 戸（同
比 16.2％増）で 3 カ月連続の増加、戸建ては 12,726 戸（同比 1.4％増）と 5 カ
月連続の増加となった。分譲住宅は増加したが、持家及び貸家が減少したため、
全体で前年同月比 7.4％の減少となった。

国内 ･外合板の供給量
　10 月の国内合板生産量は 29.6 万㎥（前月比 105.6％、前年同月比 107.4％）
と 発 表 さ れ た。 そ の 内、 針 葉 樹 合 板 の 生 産 量 は 28.6 万 ㎥（ 同 比 106.0 ％、

108.6％）となり、出荷量は 29.4 万㎥（同比 107.7％、105.3％）で在庫量は
12.8 万㎥と減少した。出荷量は 13 カ月連続で前年を上回った数字となった。
　輸入合板の 10 月度入荷量は 21.5 万㎥（前月比 115.1％、前年同月比 77.9％）
となった。国別入荷量はマレーシアが 6.8 万㎥、インドネシアが 8.0 万㎥、中
国が 5.0 万㎥となっている。今年累計は前年対比 86.7％の入荷量になっている。

今後の見通し
　国内合板は生産・出荷ともに高水準の状態で、29 万㎥台と過去最高の数量と
なり、低水準で推移している在庫量が更に減少した。トラック不足が強まれば、
更に納期遅れが広がることが懸念される。
　輸入合板は弱含みの状態が続いていたが、現地シッパーが多少値上げを唱え
ていることや、港頭在庫の調整がついており需給バランスが取れていることな
ど、好転の兆しが見えてきている。
　国内・輸入合板で動きは違うが、今後は引き締まった相場展開になると思わ
れる。
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合板　短期需給見通し

供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2019(R1)7-9
前回予測 （1,423） （830） （593） （1,425） （825） （600） （1,108.070）（160.431）（947.639）

実績 1,430.310 840.890 589.420 1,453.000 848.529 604.471 1,087.380 147.792 939.588

10-12
前回予測 （1,523） （850） （673） （1,460） （810） （650） （1,171.070）（200.431）（970.639）

見込み 1,494.000 850.000 644.000 1,490.000 860.000 630.000 1,091.588 138.000 953.588
計 5,841.000 3,309.000 2,531.000 5,864.000 3,352.000 2,512.000

2020(R2)1-3
前回予測 （1,513.000） 830.000 683.000 （1,410） 780.000 630.000 1,274.070 250.431 1,023.639

見通し 1,456.000 840.000 616.000 1,460.000 830.000 630.000 1,087.588 148.000 939.588
4-6 見通し 1,464.000 850.000 614.000 1,430.000 820.000 610.000 1,121.588 178.000 943.588

（Unit：1,000㎥）林野庁主催「令和元年度第３回木材需給会議」に先立ち
2019 年 12 月 9 日に開催された「合板需給予測検討会」（日本
合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合）
で合板需給見通しを検討しました。

　国産合板の需要

1. 令和元年第 3四半期の実績について　　今回（849 千㎥）
（実績数量の背景、前年同期との比較等）

山梨、大分の新工場の稼働・生産は順調であるが、既存工場は働き方改革等への対応
から土日の完全停止により生産量は伸びなかった。需要は新工場増分の手当ては順調、
既存工場分は消費税駆け込み需要に追われた。新工場による生産増分は 10 万㎥ / 年
間と見込まれ、第 3 四半期では予測を上回り前年同期比＋ 9.3％の大幅増になった。
2. 令和元年第 4四半期の見込みについて　　今回（860 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
生産では、稼働日数が多く新工場分の上乗せなどからピークとなるが、出荷において
はトラック（運転手）の確保難、駆け込み反動減等はマイナスに働く。しかし、プレ
カット工場などの旺盛な需要状況からみると、前年同期比＋ 0.1％の前年と同水準に
なる見込み。
3. 令和 2年第 1四半期の見通しについて　　今回（830 千㎥）

（見通し作成の根拠）
生産は、冬場の気温から東北地区については乾燥効率の低下などの制約下にある。需
要は、駆け込み反動減にあるが年度内着工を目指す需要も見られる。また、非住宅の
木造化の進展も見られ針葉樹構造用の部位や用途の拡大が続く見通し。

（前年同期との差異について）
結果、前年同期比＋ 1.5％と前年水準を上回る見通し。
4. 令和 2 年第 2 四半期の見通しについて　　今回（820 千㎥）

（見通し作成の根拠）
生産は、新工場増分は前年より 5 万㎥ / 年間の増加、既存工場は働き方改革対応など
から設備の生産合理化投資に取り組む姿勢がみられる。需要は、新設住宅着工で年間
5％程度までの減少の傾向となると思われる。一方、非住宅においては木造化に元請
側の技術的な準備不足が見られるとの指摘もあるが、拡大への政策支援もあり今年以
上の進展となる見通し。

（前年同期との差異について）
減少要因が少し強めの前年同期比－ 0.8％の前年水準の見通し。
5. その他注目点等
◦非住宅木造化用途における超厚合板のメーカーによる開発取組み。
◦令和元年の国産合板比率大幅上昇、供給・需要ともに 57％前後。

　輸入合板の需要
1. 令和元年第 3四半期の実績について　　今回（604 千㎥）

（実績数量の背景、前年同期との比較等）
中国向け輸出の停滞を理由とするベトナムからの梱包用合板の減少、フロアーベースの国産合板もしくは繊維板と
の複合への転換、薄物合板の二次加工製品であるポリ合板のメラミンボードへの転換、塗装型枠用合板の引合い低
調などの背景から近年にない極めて低い水準の四半期の需要であった。
実績は前回予測の 60 万㎥台となり、前年同期比－ 11.6％で第 2 四半期に続き一割以上の大幅減少となった。
2. 令和元年第 4四半期の見込みについて　　今回（630 千㎥）

（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
建材商社等の輸入元においては、消費増税駆け込み需要等による在庫の回転と価格底入れにともない、新規契約の
手当が進んできたことから供給増加の見込となっている。需要では、塗装型枠用合板の引合いは低調だが構造用合
板の引合いは比較的強く、全体として第 3 四半期より 4 － 5％程度の増加の見込となる。しかし、前年同期比は－
17.1％と大幅な減少は続く見込みとなる。
3. 令和 2年第 1四半期の見通しについて　　今回（630 千㎥）

（見通し作成の根拠）
令和元年は、南洋材丸太の規制や国内合板や他材料への転換が大きく進んだことにより、輸入合板の国内での供給・
需要の比率は大きく低下した。需要における転換の傾向が変わることはないが、減少幅は縮小する見通し。

（前年同期との差異について）
その結果、前年同期比－ 5.2％の第 4 四半期水準となる見通し。
4. 令和 2年第 2四半期の見通しについて　　今回（610 千㎥）

（見通し作成の根拠）
船舶の SOx 規制による経費コストの輸入合板価格への反映が本格的に進み、シッパーと輸入元、輸入元と需要家と
の綱引きが生じる。価格底入れ後の値戻しに加えコストアップ分の受け入れがどの程度進むか厳しい交渉となる見
通し。

（前年同期との差異について）
結果、第 3 四半期より減少し、前年同期比では－ 0.4％の同程度の水準となる見通し。

石本勝範支部長による開催挨拶で始
まり、東京大学名誉教授 太田猛彦
氏より、世界的な潮流となっている
SDGs（持続可能性な開発目標）と、
最も親和性の高い森林・林業の関係
性および日本が目指すべき方向性に
ついて、「森林・林業界から見る持
続可能な社会と SDGs　～ SDGs の意
味と森林・林業の関わりについて～」
と題して講演いただきました。

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）

600
730
890

1,500
1,820
1,130
2,550
2,850
1,970
1,350
1,390

12 月4 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

600
730
890

1,500
1,820
1,130
2,550
2,850
1,970
1,350
1,390

12 月11 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

600
730
890

1,500
1,820
1,130
2,550
2,850
1,970
1,350
1,390

12 月18 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

600
730
890

1,500
1,820
1,130
2,550
2,850
1,970
1,350
1,390

12 月25 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

2019.10.23

関西支部　講演会
TKP 心斎橋駅前カンファレンスセンターにて　参加 114 名

日合商支部で
研修会が開催されました

講師は、みえ森林・林業アカデミー
学長・FSC ジャパン代表を務める
東京大学名誉教授 太田猛彦氏


